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論  文  内  容  の  要  旨 
 
蛍光眼底造影検査は網脈絡膜疾患の診断や治療の判断・評価に非常に有用な検査である。近年、
超広角走査型レーザー検眼鏡 Optos®が開発され、これまで画角 50〜60 度が一度の眼底撮影の限
界だったのに対して、一度に眼底の 80%である 200 度の超広角眼底撮影が可能となり、超広角フ
ルオレセイン蛍光眼底造影（以下 FA）により様々な眼底疾患（糖尿病網膜症、網膜静脈閉塞症、
強度近視眼など）の新しい所見、新しい病態像をもたらした。2015 年 8 月に、FA に加え、イン






を断層面にて計測する方法を報告した。ICGA 画像も OCT 画像同様のグレイスケール画像である
ことから、本研究において、超広角 ICGA 画像を二値化処理することによる脈絡膜血管密度の計
測方法を開発し、CSC における脈絡膜血管の拡張を定量できるか検討した。 
2015 年 5 月から 10 月に名古屋市立大学病院の眼科外来を受診し、Optos® California を用いて
FA、ICGA 同時撮影を行った連続症例を対象に後ろ向きに検討を行った。片側性の網膜静脈分枝
閉塞症や外傷眼の症例の病的所見を認めない僚眼 11 例 11 眼（平均年齢 64.4 歳）を対象眼とし、
CSC 症例 7 例 10 眼（平均年齢 56.9 歳）と比較した。ICGA は脈絡膜血管の描出に優れているが
網膜血管や視神経も描出されている。そこで、ソフトウェア Image J を用いて、網膜血管や視神





下 CV）、併行精度係数（以下 CR）、級内相関係数（以下 ICC）を求めた。さらに、血管密度と年
齢、眼圧、屈折度数との相関性の検討を行った。CSC 眼と対象眼との間で、脈絡膜血管密度およ
び脈絡膜血管径の比較検討を行った。 









定量分析のための画像処理は困難であった。Optos® California は超広角の FA、ICGA 画像が１
秒以内にほぼ同時に撮影することが可能であり、本研究において、これらの画像に対しニブラッ
ク法を応用することにより、眼底の広範囲における脈絡膜血管の定量評価方法を開発した。 













超広角走査型レーザー検眼鏡 Optos®は眼底の 80%の 200 度の超広角眼底撮影が可能であり、超広角フルオレセイン
蛍光眼底造影(FA)により様々な眼底疾患の新しい病態像をもたらした。2015 年 8 月に超広角インドシアニングリーン




OCT 画像同様のグレイスケール画像であることから、本研究にて超広角 ICGA 画像の二値化処理による脈絡膜血管密度
の計測方法を開発しその再現性を検討するとともに、CSC における脈絡膜血管の拡張を定量できるか検討した。 
2015 年 5 月から 10 月に名古屋市立大学病院眼科外来を受診し、Optos®California FA、ICGA 同時撮影を行った連
続症例(健常眼 11 例 11 眼、CSC 症例 7 例 10 眼(平均年齢 64.4 歳、56.9 歳))を対象に後ろ向きに比較検討を行った。
ICGA は脈絡膜血管の描出に優れているが網膜血管や視神経も描出されている。そこで、ソフトウェア Image J を用









 これまで、OCT を用いた断層による脈絡膜厚の評価がされた報告は多数あり、ニブラック法二値化 OCT 解析法に
て、脈絡膜の血管径を部分的に計測できるようになった。これまでの ICGA は、広範囲を同時に撮影することができ
なかったため、定量分析のための画像処理は困難であった。Optos® California は超広角の FA、ICGA 画像をほぼ同
時に撮影することが可能であり、本研究において、これらの画像に対しニブラック法を応用することにより、眼底の








また第一副査：植木孝俊教授より、Optos の撮影原理、ニブラック二値化を行っている Sonoda ら報告との相違、ICGA
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